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現在進めている遮蔽材料標準の策定の議論では、コンクリート材料を遮蔽材料として用いる際の基本的な考え方も

含めて進めている。しかしながら、技術者のバックグランドによってその捕らえ方が異なることもあり、そのため

の合意形成も重要なポイントの一つである。そこで、策定作業の現況を総意形成の観点を含めて報告する。 
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１．はじめに 

遮蔽材料標準の策定は、2014 年に作業会を発足さ

せ、2017 年度末までに「放射線遮蔽設計に用いる材

料組成（コンクリート編）」として取り纏めを行うべ

く議論を進めてきた。コンクリートについては広く使

用されている材料であること、建築学会を初めとして

複数の学協会で多くの検討がなされてきていること

から、本策定の議論に際して、コンクリート材料の専

門家の方々の意見を取り入れるべく、2016 年から作

業会へも参画いただき、議論を進めてきている。 

２．材料組成データの策定 

 異なる分野での議論を行う為に、遮蔽分野で使われ

ている元素組成とコンクリート分野で一般的な材料

組成との関係性を図１に示すように議論している。ま

た、図２は前回の企画セッションで紹介した材料組成

データの策定の一例を説明したものである。左側に策

定の流れを、右側に個々の段階で使用するデータや作

成方法を概説し、各段階において担保すべき事柄を赤

字で示している。このような形で議論は進んでいる

が、一方でデータの取扱いや設計をめぐる概念などに

ついて意見の隔たりがある。 

３．今後 

 現状を鑑みると、いくつかの点で共通認識はできたものの、関係する専門家を含めた総意の形成には至っていな

い。今後は現状の共通項をもとに合意を形成すべく作業会の活動を進めていく。 
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図２ 材料組成データの策定の例 

図 1 元素組成と材料組成との関係性 
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